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クリーン種苗の生産技術:野菜病害

元 農林水産省農業研究セ ン タ ー 圏

は じ め に

ク リ ー ン種苗の生産技術 と い え ば， ま ず種子消毒が想

定 さ れ る 。 しかし， かつ て の有機水銀種子消毒剤の よ う

に ， 広 い範囲の病害 に 高 い効果 を 有す る よ う な農薬 は 少

な し い ま で は 特定 の病害 に 有効 な特効薬的 な も のが主

体 と な っ て い る 。 一方野菜の種類 も 多く ， そ れ ら を侵害

す る 種子伝染性病害の種類 も 極 め て多い こ と か ら ， 種子

の汚染 を 的確に診断し， 適農薬 を選定して 種子消毒 を 実

施す る こ と は現段階 で は 困難であ る 。 ま た ， 広 い範囲の

病害 に 有効な乾熱消毒の よ う な熱 に よ る 種子消毒が野菜

種子で は 広 く 普及した が， 新しい種子 を消毒し， 貯蔵せ

ずに揺種す る こ と で対応しな い と 発芽力 の低下が問題 と

な る 。

こ の よ う な情勢か ら ， 野菜の ク リ ー ン稜子 の生産技術

は 次 の よ う な種子生産 の 各過程で汚染 防止対策 を確立

し， そ れ ら を総合した 技術体制 を 作 る 必要があ る

①原種， 原原種な ど の採種， 保存過程， ②採種栽培過

程， ③種子調整過程， ④包装 ・ 流通過程， ⑤種子の 自 家

消毒の位置づ け ・ 無農薬栽培 と 薬剤処理。

上述した事項 に は既成の技術 は 少 な し 今後の試験研

究 を 必要 と して い る 場合が多い。

本稿で は， 紙数に制限があ る た め「種子伝染病の生態

と 防除J (大畑 ら ， 1999) の 野菜関連 の部分の補足的 な

記述 と し た 。

I 日本に お け る 野菜の種子伝染性病害の

発生状況

種子伝染性病害の種類 を 「種子伝染病の生態 と 防除j

(大畑 ら ， 1999) か ら ， そ の 各論 に 記載 の な い 病害や，

そ の後 に 発表 さ れた病害 な ど を ， 以下 に補足 し た 。

1 新侵入病害， ス イ カ果実汚斑細菌病

Acidovora.x avenae sub sp. ci trulli が 1998 年， 東北地

方 の ス イ カ 産地 で発生し， 種子伝染す る こ と が判 明 し

( 白 川 ら ， 1999) ， 抗血清 を利用した病原細菌の検出法が

開発 さ れた (水野 ら ， 1999) 。 な お 本病 に つ い て は我が

国が浸入 を警戒す る 種子伝染性病原体 と して記載 さ れて

Vegetables Disease. By Katsuto KUNIYASU 

(キ ー ワ ー ド : 種子伝染性病害， 野菜 病害， 無病種子)

付
安 人克

い る (JI!合， 1999) 。

2 パーティ シ リ ウム病

日 本 で は 比較的新し い 病 害 で， 1954 年 ナ ス 半身萎凋

病， 1956 年 に イ チ ゴ 萎 凋 病 の 発生が報告 さ れ た が， そ

の後 1970 以降か ら 急激 に 多発す る よ う に な っ た 。 発病

拡 大の原因 と して種子伝染が あ げ ら れ る が， ト マ ト 半身

萎凋病 (飯嶋， 1983) ， ナ ス 半 身 萎 凋 病 (橋本， 1986) 

の種子伝染 に よ る 拡 散 は 重要 と は い え な い結果 と な っ て

い る 。 ホ ウ レ ン ソ ウ の種子 は果実 に相当し， 種皮 と 果皮

の 導 管部 に 病 病 菌 が 侵 入 し， 種 子伝 染 す る (VAN DE R  

SPE K， 1973) と さ れて い る 。

3 Fusarium oxysporumによる病害

養液栽培の ネ ギ に 萎凋病が発生し， 種子伝染が確認 さ

れた。 400C， 24 時間 の 予備乾燥後， 800C， 4 日 間 の乾熱

消毒が有効で あ っ た (大野 ら ， 1996) 。 ダ イ コ ン 萎黄病

菌が維管束を 経 由して花茎か ら さ く 果， 種子 に移行し，

採種した 種子 を 播種し子苗発病 を 観察した 。 ま た メ ロ ン

つ る 割病擢病株 に 着生した果実が後熟 に よ る 果実腐敗か

ら 高率の 汚染種子が得 ら れた 。 田 中 ら ( 1997) は メ ロ ン

つ る 割病菌 レ ー ス の種子伝染 を報告して い る 。

4 ウ リ 類つる枯病

メ ロ ン栽培で は ， 未熟果 を玉ふ き と 称して べ ノ ミ ル剤

を浸した 布で拭 く 作業が行わ れて い た が， そ れ に 伴 っ て

果実表面が円形 に 陥没腐敗 し ， さ ら に 内部 の種子腔 ま で

腐敗す る 被害が発生した 。 障害部か ら つ る 枯病菌が分離

さ れ， ベ ノ ミ ル耐性菌 と 同定 さ れた 。 こ の よ う な， 果 肉

が腐敗した 果実か ら 採種す る と ， 種子表面 に 病原菌の 菌

体や汚染果肉片が付着した 汚染種子が得 ら れた 。 RAN KIN

(1954) は ス イ カ つ る 枯病汚染種子か ら 発芽した 子 苗 の

病徴 は 地 際部 よ り 少し下部 に 生 じ た と 報告 し て い る 。

LEE ら (1984) に よ る と キ ュ ウ リ つ る 枯病汚染種子 の 種

皮表面や外妊乳， 座か ら 病原菌 を検出し， 汚染種子か ら

発芽し た 子 苗 の 最初 の 病徴 は 幼根， 庇軸， 子 葉 に 現 れ

た。 幼根感染で は 苗立枯れ を 生 じ ， 座軸や子葉感染で は
第一本葉や茎に病徴 を 生 じ た 。 菌 の分離 は寒天培地法 よ

り も フ・ロ ッ タ ー 法 (湿炉紙法) が適して い た 。 本病の種

子伝染 に よ る 発病 で は ， 接ぎ木苗 を 用 い た研究が必要で

あ る 。 温室 メ ロ ン の 台 木 品 種 の‘オ オ イ ' は 本病 に 弱 い

(鈴木， 1966) 。
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5 ニ ン ジ ン の ア ル タ ナ リ ア病

黒 葉 枯 病Al ternaria dauci や 黒 斑 病Al ternaria

radicina は 種子伝染病害 と さ れ て い る が， 日 本 で は 研

究が少 な い。 黒葉枯病 は 根 を 侵害しな い が， 黒斑病 は根

を侵害す る 。 黒葉枯病では花序の各部位 は す べて 擢病性

で， ど の 部位 も 空中 を 飛散 す る 病原菌 に よ り 侵害 さ れ

る 。 果実=種子 (分離果) は 未熟， 成熟 と も に感受性で

あ っ た 。 未熟種子が感染 す る と 旺や匪乳が侵害 さ れ発芽

カ を 失 っ た が， 熟した 種子では病原菌 は 主 と して 果皮 に

分 布 し， 種 子 は 発 芽 力 を 有 し て い る (ST RAN DBERG，

1983) 。 黒斑病 も 同様な汚染経路 と 思わ れ る 。

6 その他

ト レ イ 育苗 ・ 機械移植栽培の キ ャベ ツ に 根朽病が発生

し， 種子汚染率 は 3�6% で あ っ た 。 50O C， 5 分間の温湯

浸潰消毒が有効で あ っ た ( 中 野， 1999) 。 養液栽培の ミ

ツ バ に 菌核病が発生し， 種子 に 菌核の混在が認 め ら れ

た 。 シ ュ ン ギ ク 炭 そ 病 は 新種子が古種子 よ り も 発病が多

か っ た (菅 田 ら ， 1966) 。 モ ロ へイ ヤ 黒 星 病 ( Cer­

co 宅pora corchori) の種子伝染が認 め ら れ， 茎葉 に 分生

胞子 を接種して得た 汚染種子の消毒試験で 400C， 1 日 間

の 予備乾燥後， 87 _ 50C， 6�7 日 間 の 乾熱 消 毒 が有効で

あ っ た (三上， 1995 ， 1999) 。 タ マ ネ ギ種子か ら 黒かび病

菌Asþergill us niger が 50 % の 汚染率で検出 さ れた (衣

川 ら ， 1989) 。 ア メ リ カ ネ ナ シ カ ズ ラ が埼玉県下の野菜

栽培地 に ま ん延して 被害 を与え た (矢口 ら ， 1993) 。 こ

こ で は 学名が Cuscu ta ρen tagona と な っ て い る が， c.

campes tris な ど に細分す る 見方 も あ る (浅川 ， 1975) 。

E ク リ ーン種子の生産技術

1 野菜種子とその採種栽培の特徴

① 野菜生産 で は 多く は Fl種子か ら 始 ま り ， 接ぎ木

栽培で は 台木， 穂木の二重の種子 を 使用し， 種子依存性

が高 く ， ク リ ー ン種子の必要性が高 い 。

② 野菜種子 は一般 的 に単価が高 く ， ま た 軽量で輸送

性があ り ， 商品化率が高 く Fl種子 な ど に よ り 収益 を 確

保す る こ と がで き ， 技術開発への投資の採算性が高 い こ

と か ら ， 生産 は私企業が主体 と な っ て い る 。 反面， 採種

状況が把握し難い こ と か ら ， 公共的研究機関 の取り 組み

が難しい 。

③ 野菜の採種栽培で は栄養 と 生殖成長期間 に お け る

生理 ・ 生態的差異が大 き く ， 好適条件が一致しな い こ と

か ら ， 生産地がIlP採種地の適地であ る と は 限 ら な い 。 そ

のた め種子生産地の 国 際化や地域分散化が進み， 採種地

の採種栽培管理 に 地域差 を 生 じ ， 汚染種子生産の可能性

が大 き い。 ま た種子市場の 国際化か ら 種子検疫の規制が

強 く な る 。

④ 野菜 は生鮮茎葉， 青果の 生産が大部分で， 完熟種

子 を 最終的産物 と した 生産 は極 め て 少 な い。 ま た Fl種

子生産， 自家不和合性， 交雑防止， 母本選択 な ど採種栽

培上 に お い て そ れぞれ特異技術 を 要す る 。 ま た野菜の種

類や種子伝染性病害 も 多い 。 そ の た め 画一的な対応が困

難で， こ れ ら の特殊技術 と 種子汚染 と の 関連の解明 を 要

す る

⑤ 苗生産 と 栽培の分化が進 み， ト レ イ 育苗 な ど の 密

播種 に伴い種子伝染病が多発しや す い。 ス イ カ 汚斑細菌

病 は 接ぎ木後 の 高湿条件 ( 白 川 ら ， 1999 a) ， ユ ウ ガ オ

台 ス イ カ 苗では接ぎ木 に よ る 二次伝搬で発病が多く な る

(園安 ら ， 1977) 。 一方， 果菜類で は 断根接ぎ木苗 を セ ル

ポ ッ ト に 挿し木 す る 前 に 流通 に 移す 試 み も あ る ( 白 木

ら ， 1998) が， 断根接ぎ木で は幼苗期 の根の切断で種子

伝染 に よ る 発病が減少す る 可能性 も あ る 。

2 ク リ ー ン種子の生産技術

( 1 )  原種， 原原種 な ど の採種， 保存過程

種子伝染性病害対策の 出 発点 は ， 市販種子の元と な る

原種， 原原種な ど が ク リ ー ン で あ る こ と で あ る 。 原種，

原原種種子の生産 に は極力無病種子 の 生産 に努め ， さ ら

に汚染度 を調査し， 播種直前 に種子消毒 を 行 う 。 種子保

存前 の消毒は貯蔵期間に発芽障害 を生 じ る 恐れがあ る 。

( 2 ) 採種栽培過程

種子の汚染 は ， 発病した母植物か ら 病原が種子 に 移行

し汚染種子 を 生 じ る こ と が多い の で， 採種植物の発病 を

抑制 す る こ と が重 要 で あ る 。 ク リ ー ン 種 子 の 播種， 輪

作， 適切 な水管理， 隔離栽培 に よ り 発病 を減少 さ せ， 発

病株の 除去， 雑草防除 な ど園場衛生 に努め る 。 頭上濯水

栽培や採種期の降雨は発病 を助長す る 。 対策例 と して 岐

阜 県 の 雨 よ け 栽 培 に よ る タ マ ネ ギ の 採種栽培 (加藤，

1985) が あ げ ら れ る 。 ハ ク サ イ の採種栽培で降雨 に よ り

爽の 乾燥が遅延す る と 爽 の 内 部 でAl ternar ia spp.や黄

化病菌 な ど の 病原菌 が増殖し て 種子汚染率が増加す る

(萩原， 1984) キ ュ ウ リ 褐斑病 は 成熟果 実 の 表 面 の傷口

か ら 病原菌が侵入し， 果 肉 を 腐敗 さ せ て 種子 を 汚染 す

る 。 そ の 際 に ウ リ ハ ム シ の加害部が侵入孔 と な る こ と か

ら ， 本害虫 の 防除 も 必要 と な る (狭間， 1999) 。 採種植

物に対す る 薬剤の茎葉散布 は 有効で キ ャ ベ ツ 採種栽培で

は， イ プ ロ ジ オ ン剤 を爽の 緑色期か ら 収穫期 ま で に 3 週

間間隔， 3 回 散布で黒す す 病Al ternar ia bra ssicicola の

汚染が低下した (HUMPHE RSON-]ONES et al . ， 1982) 。

ニ ン ジ ン の ア ル タ ナ リ ア 病 な ど に 対して は ， 種子の 登

熟期 に 浸透性殺菌剤 を 散布し種子 内部 に 浸透 さ せ て お く

と ， 採種中 の種子汚染防止 と 同時 に 種子消毒効果 も 得 ら
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れ る こ と が期待 さ れ る 。 チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル剤 は 土壌

濯注後直ち に ナ ス 果実 で検出 さ れ 61 日 残留した が， ベ

ノ ミ ル剤 は果実 に 移行しな か っ た (形山 ら ， 1975) 。

ト マ ト の民種 子 生 産 で は 除 雄 や交配 作 業 に よ り

TMV や演蕩病 な どが伝搬す る 可能性が あ る 。 ま た アブ

ラ ナ 科野菜 の 選択母本株 の貯蔵 中 に 菌核病 な ど が発生

し， 種子汚染の原因 と な る 。

( 3 ) 種子調整過程

野菜種子の調整法 は詳細 は不明であ る が， 果実や種子

の形態か ら 次の よ う に 大別 さ れ る と 思わ れ る 。

湿果か ら の種子調整 : 多汁質の果肉の 内部 に種子が包

ま れて い る も の で， 主 と して 果菜類が相当 す る 。 一般的

に果肉 と 種子 を分離す る た め に 発酵法や塩酸処理が行わ

れ て い る 。 発酵法 で は ト マ ト 演蕩病汚染 を 減少 さ せ る

が， ユ ウ ガオ つ る 割病で は果肉腐敗過程で病原菌が増殖

し高率 な汚染種子が生 じ て い る 例が あ る 。 採種後の種子

乾燥に太陽熱乾燥が種子消 毒 に 有効で あ っ た と い う 報告

をみか け た が， 種子の調整過程で加熱， 薬剤処理 な ど の
積極的な種子消毒処理の検討が望 ま れ る 。 ユ ウ ガオ 採種

で は つ る 割病汚染防止の た め ， 果肉 を早急に腐敗 さ せ る

細菌 を選抜し種子調整 に利用 す る 試み も あ っ た が， 措抗

菌 を 選抜すれ ば生物的種子消毒効果が期待 さ れ る 。

裂開巣か ら の種子調整 : ア ブ ラ ナ科野菜， オ ク ラ ， マ

メ 科野菜 な ど の種子で， 完熟後 は爽が裂関して脱粒す る

種子で風選 ま た は飾別 に よ っ て種子調整が行わ れ る 。 爽

に侵入した 病原菌 は取り 除かれ る が， ハ ク サ イ 黄化病で

は刈 り 取り 後爽が湿 っ た状態で放置 さ れ る と 病原菌が爽

の 内部で増殖し， 種子汚染率が高 く な る の で， 速や か に

乾燥 さ せ る 必要 が あ る (萩原， 1988) 。 擢病植物残波や
ちり

菌体が慶 と な り ， 静電気 な ど に よ り 種子表面 に付着して

汚染 す る 。 高性能の脱塵装置の 開発 を 要す る 。

閉果か ら の種子調整 : 成熟し乾燥した あ と で も 果実 に

種子が密、着して離脱しな い果実=種子， 外生種子で ホ ウ

レ ン ソ ウ ， ニ ン ジ ン， ゴ ボ ウ ， レ タ ス の種子が こ れ に相

当 す る 。 空気伝染性病原菌が果皮部 に 付着 ま た は侵入す

る と 即， 種子汚染 と な る 。 裂開果 と 同様 に 風選 ま た は飾

別に よ っ て種子調整が行わ れ る 。 ニ ン ジ ン種子の毛， 巌
その他の爽雑物 を 除 き 全種子重量 の 16% を 除去 す る と

種子汚染率が 26 . 4%か ら 4 . 8% に 減少した (ST RAN DBE RG，
1983) 。

この よ う に ， 野菜穏子調整法の特徴 と 種子汚染機構の

解明 お よ びそれ に 基づ く 種子調整法 の 確立 が必要 で あ

る 。

( 4 ) 包装 ・ 流通過程

種子生産の最終過程で各地の採種地か ら 種子が銘柄 ご

と に 集 め ら れ， 種子消毒 な ど各種の加工が施 さ れ て 最終

的 に 包 装 さ れ， 流通 に移 さ れ る 。

① 種子消毒法 (野菜種子 消 毒試験用 汚染種子作成

法)

種子消毒の効果の判定 に は病原関値 を 決定し， 消 毒 に

よ っ て 少 な く と も 汚染 率 を闘値以下 に 下 げ る 必要 が あ

る 。 汚染程度が闇値以下であ れ ば ク リ ー ン種子 と みな さ

れ る が， 種子の輸出地が未発病であ れ ば汚染 なしの種子

が要求 さ れ る 。 閥値 の 決定 に は 感度が よ く ， 迅速， 安

価， 正確， 再現性の高 い種子検査方法の確立 と ， 種子汚

染率 と 栽場地 に お け る 発病， 被害 と の 関連性 を 把握す る

必要が あ る 。 闘値は作物の種類， 品種抵抗性， 気象特 に

温度， 湿度， 病原の発病生理 ・ 生態， 第二次伝搬能， 作

物栽培法な どが影響す る 。

種子消毒法 に つ い て は ， r種子伝染病 の 生 態 と 防除J

(大畑 ら ， 1999) に 具体的 に 記 さ れ て い る の で， こ こ で

は種子消毒試験 に供試す る 汚染種子の 作成方法 に つ い て

述べ る 。

1 )  種子消毒試験用汚染種子 の重要性

積子消毒試験 に 供試す る 種子 は， 採種圃場で 自然発病

した擢病株か ら 採種した 自然汚染種子 を利用 す る の が理

想 的 で あ る が， こ れ を 確保 す る こ と は 困 難 な 場 合 が多

い。 した が っ て 人工培地で培養した 菌体の 懸濁液 に 種子

を浸潰した い わ ゆ る 人工汚染種子が用 い ら れ る が， 自然

汚染種子 と 人工汚染種子 で は 消 毒試験効果 に 差 が現 れ

る 。 ユ ウ ガ オ の乾熱消毒では人工培地で培養した 病原菌

懸濁液 (小型分生子が主体) に 市販種子 を 浸潰して 作成

した 人工汚染種子で は 700C， 4�5 日 間 の 乾熱消 毒処理

で有効で、あ っ た が， 自然汚染種子 (厚膜胞子が多い) を
用 い た場合 に は 750C， 7 日 間 の 処理 を必要 と した (園安

ら ， 1978) 。 次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム 4 X 104倍水溶液でユ

ウ ガ オ つ る 割病菌 を 処理す る と 小型分生胞子 の発芽率 は

0 . 1 % と ほ ぽ完 全 に 匝止 さ れ た が， 厚膜胞子 の 発芽率 は

91 . 6% で ほ と ん ど阻止効果が な く ， 両胞子間の耐性 に 大

き な差 が あ っ た (竹内 ら ， 1978) 。 こ の よ う に 種子 消毒

試験 に は 自然汚染種子 を供試す る 必要があ る 。

2) 野菜種子消毒試験用汚染種子 の作成法

ト マ ト 萎凋病， ウ リ 類つ る 割病:導管 を経由して果実

に侵入した 病原菌 に よ る 果 肉腐敗 に よ り 高率な 汚染種子

が得 ら れ る 。 発病圃場 (人工接種圃場) で発病株 に 着果

した 擢病果実 (果柄維管束が褐変した も の ) を 採種し

2�3 週間室 内 で腐熟 さ せ た の ち に 採種 す る (園安 ら ，

1977 ; 園安， 1981 ) 。 完熟した 果実 に 培養病原菌懸濁液

を数か所注入し， 腐敗 さ せ て も 汚染種子 を 得 る 可能性 も

あ る 。 ウ リ 類つ る 割病 で は 果汁利用 接種 に よ る 汚染種子
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作成法が開発 さ れて い る (竹内 ら ， 1978) 。

キ ュ ウ リ 斑点細菌病 : 汚染種子 は 果実表面か ら 侵入し
た 病原菌 に よ る 果 肉腐敗で生 じ る 。 開花後 20 日 ご ろ の

果実数か所 に 病原細菌 を 針接種し， 果実 を 腐敗 さ せ る

(河本， 1999) 。 こ れ に 準 じ た 方法で汚染種子作成が可能

な も の と して キ ュ ウ リ 褐斑病 (狭間， 1999) ， ト マ ト 萎

凋病， 同根腐萎凋病， ウ リ 類の つ る 割病やつ る 枯病， カ

ボ チャ立枯病 (下長根， 1999) な どがあ る 。

ハ ク サ イ 黄化病 : 導管 を経由して 侵入した 病原菌が そ

の ま ま 種子 に 侵入した り ， 爽な ど を加湿して 放置して お

く と 内部で増殖して種子 を 汚染 さ せ る (萩原， 1988) 。

アブラ ナ科野菜の黒腐病 も こ れ に 準 じ る と 推定 さ れ る 。

ニンジンのアル タ ナ リ ア病 : 花序に胞子懸濁液 を夜間

に散布接種し， 一夜 ビニ ル袋で被覆す れ ば果実=種子表

面か ら 侵入し， 汚染種子が生産さ れ る 。 市販の無薬剤処

理種子 に 分生胞 子 を 散布 し て 湿潤状 態 で 250C前 後，

1�2 日 間保持 す る と ， アル タ ナ リ ア菌 は 腐生性が高 い

の で胞子が発芽して種子組織 に 菌が侵入し， 自 然 に近い

汚染種子が得 ら れ る 可能性が あ る 。 そ の 際， 種子発芽 を

一時的 に 抑制 す る 必要があ る 。 培養 に よ り 胞子 を形成 さ

せ る に は 明暗処理 を 要 す る (園安， 1973) 。

ト マ ト 潰傷病 : 開花期の 花 に 噴霧接種した場合 に 最 も

高率に 汚染種子が得 ら れた (植松 ら ， 1977) 。

ウ イ ル ス 病 : 一般的 に植物 の 若 い 時期 に 媛種す る ほ ど

種子汚染率が高 く な る 。 レ タ ス モ ザイ ク ウ イ ル ス では種

子接種 と 播種 4 週間の苗接種が最 も 種子汚染率が高 く ，

開 花 期以 降 の 接 種 で は 汚 染 種 子 が 得 ら れ な か っ た

(COU CH， 1955) 。 ト マ ト の TMV 汚染種子 も 若 い 苗 に 接

種した も の ほ ど 種 子 汚 染 率 が 高 く な っ た (B ROA DBEN T，

1965) 。

② 種子予謡お よ び種子加工 に 伴 う 防除対策

汚染種子では病原菌の大部分 は種皮 に 存在して い る の

で種皮 の 除去 は 有効であ る 。 ホ ウ レン ソ ウ の ネ ー キ ッ ド

シ ー ド で は ホ ウ レ ン ソ ウ 萎 凋 病 が 減 少 し た (荒井，

1999) 。 ネ ー キ ッ ド シ ー ド で は 苗立枯病防除の 保護的薬

剤 を混入したコー テ ン グ を 要 す る 。

オ ス モ (浸透) プ ラ イ ミ ン グ に 用 い ら れ る ポ リ エ チ レ

ング リ コー ル に 150C， 14 日 間浸潰す る と 温湯浸法処理

した キャ ベ ツ 種子の発芽力 が回復した (RA LI'H， 1977) 。

SIV RITE PE に よ る と ， 発芽力 の低下した エン ド ウ 種子か ら

発芽した 苗の幼根の先端細胞の染色体異常が認め ら れた

が， ポ リ エ チ レ ン グ リ コー ル溶液浸漬処理で発芽率が増

加し染色体異常が減少した (三浦， 1998) 。 こ の よ う に

プ ラ イ ミ ング は DNA の損傷 を 修復し， 発芽力 回復作用

があ る が， 実施 に は 高度な技術 を 要 す る ので， 簡便な方

法 と して 播種後 に 行 う PS プ ラ イ ミ ン グ を 開発しパ セ リ

種子 に 応用した (三浦， 1998) 。 レ タ ス 種子 を ポ リ エ チ

レング リ コー ル に 400C， 6�10 間浸潰す る と レ タ ス モ ザ

イ ク ウ イ ル ス が不活I性化 さ れた (DA VID et al.， 1979) 。 こ

の よ う に プ ラ イ ミ ン グ を種子消毒 と の組み合わ せや消毒

種子の発芽力 の 回復 に利用 す る こ と が考 え ら れ る 。

お わ り に

野菜の ク リ ーン種子の生産技術 と して 記述した が， 単

に 断片的 な情報 を 集 め た も の と な り ， ま た そ の 中 で実証

を必要 と す る も の も あ る 。 した が っ て ， 具体的 な技術体

系 と して ま と め る こ と がで き な か っ た 。

しかし， 幸 い な こ と に 農林水産先端技術振興セ ン タ ー

の STAFF news letter ( 1999 V 01. 10 ， N o. 7 p. 7) に よ

る と ， 種子伝染性病害無病化技術開発促進事業 が平成

1 1�15 年の 事業期 間 で 開 始 さ れ た 。 技術開発担当企業

は 日本の大手種苗会社 4社， 対象病害 は ウ リ 類野菜つ る

枯病お よ び ウ イ ル ス 病， ア ブ ラ ナ 科野菜黒腐病 と な っ て

い る 。

こ の事業が終了した 後 で は ， 野菜の ク リ ーン種子の生

産技術が具体的 な技術体系 と して 確立 さ れ る 。
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